
203-215. 1995. 

3) 野村靖幸:ニューロン・グリア相関の病態生理的

機構.科技庁成果集， 1996. 

4) 野村靖幸:シナプスの形成と伝達の制御機構，
文部省科学研究費・重点領域研究「中枢シナプス

分子生物学」研究成果報告， 350・353，1996. 

5) 野村靖幸，村山俊彦，有馬隆，徳光幸子，上原

孝:脳神経細胞のアデニル酸シクラーゼ，グアニル

酸シクラーゼ系に対するLiClの作用.平成7年度

厚生省精神・神経疾患研究委託費「感情障害の成因

と治療に関する研究」による研究報告集， 71-74， 

1996. 

6) 野村靖幸:平成7年度長寿科学総合研究報告書，

分担研究， 1996. 

7) 野村靖幸:神経免疫相関:細胞問，細胞内情報伝

達機構の研究(財)内藤記念科学振興財団の助成金

による研究報告， 1996. 

8) 松野純子，有馬隆，堀妃登美，難波恒雄，服
部征雄，門田重利，野村靖幸:老化促進モデルマウ

スの空間認知機能障害に対する丹参成分

Iithospermate Bの作用，和漢医薬学雑誌， 1996. 

免疫機能制御

客員教授 徐7 強

@ 研究概要

肝炎の発症と慢性化進行における免疫学的機序を

細胞及び分子レベルで解明し，新しい肝炎治療薬の

開発に役に立てることを目指して研究を行っている。

すでに肝炎の細胞免疫性病理過程を動物にて模擬し，

遅延型免疫反応による新しい肝障害モデルの作成に

成功したO さらに，この肝障害の慢性化進展および

薬効評価モデルとしての有用性などを証明し，その

発症と進展に対してそれぞれ改善作用を示す漢方方

剤や生薬およびその活性成分をいくつか見い出した。

本年度もこのモデルを用いて肝障害の発症と慢性

化進展における分子機構，とくに細胞接着およびサ

イトカインの役割などについて研究を試みており，

これらに対する生薬及びその成分の影響についても

研究を続けている O
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